
1 音楽研究会      部会記録 

日時 平成３０年９月５日 

部会名 歌唱部会 主任 原山 史子（三ツ境小） 

参加数 ２２名 司会 谷 瞳（東汲沢小） 記録 稲冨 寛恵（本牧南小） 

 

 

 

 

研

究

内

容 

研究部テーマ：子どもの意識の流れを生かし、音楽能力の高まりを目指した授業の在り方 

歌唱部会テーマ：子どもが、歌う喜びを感じながら、主体的に表現の高まりをめざしていく歌唱活動 

１．基礎研究    提案者 林 美絵子（能見台南小） 

○今月の歌 『図書館で会いましょう』について 

＜選曲＞ 

・リズムのノリがいいので、楽しく歌える。    ・耳に残りやすい旋律である。 

・前奏がないため、歌いだしが難しい。      ・歌詞がとてもよく、英語バージョンもある。 

２．実践提案    提案者  下田 昌子（荏田西小） 

第６学年 学習の主題「全体の響きを聴いて歌おう」 

     中心教材「思い出のメロディー」深田 じゅんこ 作詞 ・ 橋本 祥路 作曲 

＜提案者から＞ 

・児童の実態として、５年後半から歌うときに口を開かなくなってきた。 

・声量があるわけではないが、学級でも歌う場面がある。 

・表情が乏しい。 

＜中心教材＞ 

・盛り上がりのポイントを伝える。     ・息が切れてしまうため、お腹を使って歌うように指導する。 

・ペアで交互に歌って、表情のチェックをする。 ・段を選んで歌う。（選んだ段で立ち上がる。） 

・母音にして歌う。           ・聴き役を立てる。聴く側のポイントの指導をする。 

・隊形を変えて聴きあう。        ・子どもの声を拾って、学習を進める。 

＜情報交換＞①声の出し方 ②ハーモニーの作り方 

・歌詞カードを違った方向に貼る。 

・歌詞のイメージをもたせる。 

・目からビームなど、表情の作り方について指導する。 

・口を開けた時、開けていない時をやってみせる。 

・３、４年で歌わせて、歌える自信をもたせる。楽しさを感じさせる。 

・高音が歌いにくいなど、実態に応じた楽曲や音程にする。 

・合唱部の児童を後列にして、自信をもって歌えるような雰囲気づくりにする。 

・上手く歌えている子のグループを作り、聴かせる場面を作る。 

・６グループをソプラノ、アルトに分けて、「グループは聴く。５グループは歌う。」を順番にずらしながら

たくさん歌って聴きあう場面を作る。 

・自信のなさ→何度も歌っていく。声が出てきたら褒める。 

・卒業式もあるので、５・６年といった学年で聴きあう時間も作っている。 

３ 研究授業の構想 提案者 波切 良太（川島小） 

第５学年 学習の主題「曲想を生かした表現を工夫して歌おう」 

     中心教材「南風にのって」作詞・作曲 若松 歓 



 

＜提案者から＞ 

・主題について 主題は「曲想を生かした表現を工夫して歌おう」にしてあるが、児童の実態から、重なり

をきれいに歌いたいという思いをもっている子どもが多いため、「全体の響き」にした方が良いかどうか。 

・参考教材をどう選んでいけばよいか。 

＜主題について＞ 

・子どもたちの思考の流れに合わせた方が良い。 

・サビからの３度がきれいに歌えるといい。 

・グループ学習が主題を変えると、今のままだと難しいのではないか。 

・「もっとこうしたい」という思いを引き出す。 

・主題の「曲想」や「全体の響き」が完全に分かれているわけではないので、全体の響きの中でも曲想を生

かしていけばよい。 

・３度がうまく重なりができるようなら「全体の響き」の方がよい。曲の出会いは斉唱にし、教師がアルト

を歌ってあげてハーモニーの良さを実感させる。 

・３度の曲にたくさん出合わせておく。 

＜聴き役について＞ 

・音の感じが違うので、実際の場面で聴きあうことがよい。 

・iPadについては、いろんな音をひろってしまうため、使いにくい。 

・ビデオについては全体を取り、表情を見る、歌っている様子を見るのには適している。 

＜参考教材について＞ 

・３度の曲に出合わせる。 

＜児童に配る楽譜について＞ 

・子どもには、教科書の歌詞のみの楽譜でよい。 

・伴奏を弾いてあげる。伴奏つきの楽譜で、主題にあった学習ができる児童は少ないのではないか。難しい

のではないか。 


